


 
 

令和２年度 横浜いずみ学園 事業報告の概要 

 

①入・退所の状況（資料 1、2 参照） 

令和 2 年度は暫定定員 52 名であった。引き続き中学生のケースの入所打診が多く、

今後中学生の受け入れは難しい状況である。高校卒業時の退園は 5 名であったが、進路

は知的障害者のグループホーム 1 名、自立訓練施設 1 名、家庭復帰 2 名、自立 1 名と多

岐にわたった。 

②子どもの様子・子どもへの支援 

新型コロナの流行下で、外泊、外出、面会などが制限され、一部行事も中止にせざる

を得なかった。子どもたちは、コロナ感染への不安もあり仕方がないと思う一方で、制

限がかかることへの不満も募り、複雑な気持ちで過ごした。3月に園児が新型コロナに感

染した際は、子どもの中に不安は広がったものの、落ち着いて生活した。 

③職員の状況・研修 

退職した職員の補充として、指導員 1 名を採用した。また女性職員の出産、育児休

暇への対応を含めて、女性セラピストを 1 名増員した。看護師の退職に伴い看護師 1 名

を採用した。2 度の緊急事態宣言下では、一部の職員で在宅勤務を実施した。記録の作

成や行事の立案、研修動画の視聴などを行った。 

④グループワーク、小集団活動 

コロナ感染に留意し、プログラムを調整しつつ、通常のスケジュールで展開した。

集団の中で自分の力を発揮する、対人スキルを身に付ける場になっている。 

⑤関係者支援・コンサルテーション 

児童養護施設等から通所している 10 ケース中 8 ケースにおいて、担当職員へのコン

サルテーションを行った。措置以外の 2 ケースについて、他施設から単回のコンサルテ

ーションの依頼があり、対応した。 

⑥食事について 

今年度から、新しく株式会社ケイエフケイに業務委託している。野菜に歯ごたえも

あり、味も美味しくなったと今のところ子ども、職員に好評である。 

⑨感染症  

3 月 10 日、園児 1 名の新型コロナウイルス感染が判明した。他 3 名の子どもが濃厚

接触者と判断された。当該児童は翌日に入院、濃厚接触児童 3 名は個室にて隔離生活を

送った。職員を含めてそれ他の発症は認められず、3 月 25 日には通常生活に復帰し

た。 

⑩第三者評価の受審 

福祉サービス第三者評価を受審した。治療をチームとして展開していることへの評

価をいただく一方で、研修計画や記録の効率化の改善を図るよう指摘を受けた。今後の

運営に生かしていきたい。 

⑪設備、改修工事等 

受水槽ポンプの更新、教育棟の職員室の照明のLED化を行った。製氷機、パソコン10台、

ソファー、ロッカー等を購入した。水道配管の復旧工事を行った。 

⑫決算 

令和 2 年度は、事業活動収入が予算より 2200 万円弱増で、事業費、事務費等は予算

より計 1200 万円強抑えることができた。その結果、事業活動資金収支差額の決算は

3900 万弱であった。また、施設整備等に 270 万円弱の支出があり、施設整備等積立資

産の取り崩しで対応した。3000 万を施設整備等積立資産として積み立てた。 
















